






















第1表 G7諸国の経済成長 (単位 :倍)
カナダ アメリカ 日本
A B A/B A B A/B A B A/B
1952 25.1 48.9 - 345.7 49.3 - 62.2 27.4 -
1959 37.5 53.0 1.38 484.0 54.2 129.3 32.059/52 1,49 1 8 140 110 1.27 208 117 1.78
1969 81.1 67.9 931.1 68.1 617.8 53.9
69/59 2.16 1.28 1.69 1.92 1.26 4.78 1.68
1979 276.1 55.7 2,557.5 57.2 2,215.5 79.9
79/69 3.33 2.10 1.59 2.60 1.97 1.32 3.56 2.16 1.65
1989 650.8 97.0 5,438.7 95.5 4000.0 97.5
89/79 2.36 1.74 1.3614 2.13 1.67 1.281 1.81 1.22 1.4819











カ ナ ダ :4.17倍 (2.47倍) イギリス :2.52倍 (1.82倍)
アメリカ :3.03倍 (1.99倍) フランス :3.64倍 (2.03倍)
日 本 :8.28倍 (2.91倍) イタリア :3.63倍 (2.03倍)




第 1表 G7諸国の経済成長 :続 (単位 :鰭)
ドイツ イギリス フランス
A B A/B A ち A/B A B A/a
1952 136.5 52.5 1.69 15.7 30.6 1.29 145.6 33.7 1.46
1959 250,4 56.7 24.1 36.4 267.2 42.3
59/52 183 108 154 119 184 126
1969 597.0 71.8 -▼■･. 46.6 51.0 700.7 61.8
1969* 597.0 43.9* 1.8745*1931 47.2 13.8 1.382713 700.7 19.9 1.79442513
69/59 2.38 1.27 1.93 1.40 2.62 1.46
1979 1,388,4 70.7* 198.2 45.8 2,481.1 48.9
79/69 2.33 1.61 4.20 3,32 3.54 2.46
1989 2,223.6 96.8 516.0 94.0 6,159,7 97.0
89/72 1.60 1.34 2.60 2.05 2.48 1.98

















まっている｡上記の ( )内の数値は70年代以降の累計成長率を示 してい
るOた しかに,ここでも日本がやは りもっとも高い成長率を示 しているが
(2.91倍),しか し2番 目に高いカナダ (2.47倍)と,それほど大きな開きは
な くなっている｡
同 じ事を少 し別の角度から示 したのが,第 2表である｡ ここでは年 々の実
質経済成長率を単純平均 した数値が示されている｡成長率動向は第 1表の結
果 と殆 ど平行 している｡ これを見ても,やは り先進各国の経済成長率は長期
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第2表 G7諸国の10年ごと*の実質経済成長率 (%)
カナ ダ アメリカ 日 本 ドイ ツ イギリス フラン′ス イタリア
1953-59 4.3 2.7 7.2 7.4 2.8 5.0 5.6
1960-69 5.2 4.2 ll.6 5.7 3.1 5.7 6.4
1970-79 4.7 2.8 5.2 3.2** 2.4 3.7 3.8
1980-89 3.1 2.5 4.0 1.8 2.4 2.3 2.4



























第3表 -人当たり実質 GDPの推移 :G7諸国 (単位 :鰭)
カナダ US 日本 ドイツ UX フランス イタリア
1952-59 A 1.38 1.27 1.78 1.69 1.29 1.46 1.52
B 1.21 1.13 1.08 1.08 1.03 1.07 1.04
A/B 1.14 1,12 1.65 1,56 1.25 1.36 1.46
1960-69 A 1.69 1.52 2.85 1.87 1.38 1.79 1.79
B 1.20 1.14 1.ll 1.10 1.06 1.ll 1.08
A/B 1.41 1.33 2.57 1.70 1.30 1.61 1.66
1970-79 A 1.59 1.32 1.65 1.45 1.27 1.44 1.45
B 1.13 1.ll 1.12 1.02 1.01 1.07 1.06
A/B 1.41 1.19 1.47 1.42 1.26 1.35 1.37
1980-89 A 1.36 1.28 1.48 1.19 1.27 1.25 1.26
B 1.16 1.10 1.06 1.01 1.03 1.05 1.02
A/B 1.17 1.16 1.40 1.18 1.23 1.19 1.24
1990-97* A 1.14 1.18 1.19 1.31 1,13 1.13 1.ll
a 1.ll 1.08 1.02* 1.32* 1.02* 1.04 1.00
A/B i.03 1.09 1.17* 0.99* 1.11* 1.09 1.ll
累計 A 2.47 1.99 2.91 2.26 1.82 2.03 2.03
(1970-97) B 1.45 1,32 1.21 1.36 1.06 1.17 1.08
A/B 1.70 1.51 2.41 1.66 1.72 1.74 1.88
累計 A 5.75 3.85 14.79 7.14 3,24 5,32 5.52





























なるだろ うか｡第 4表はG7各国の固定資本形成 (Fixed Capital
Formation:FCF)率の推移を示している｡
第4表 GDPに占める固定資本形成比率の推移 (%)
加 栄 日 独 莱 仏 伊
1960-69 23.6 18.9 35.7 26.5 19.1 24.6 22.6
1970-79 23.4 19.2 34.5 23.4 20.0 24.5 22.2
1970-79 23.9 19.2 34.5 23.6 19.9 25.5 25.8
1980-89 21.4 18.7 29.5 22.7 17.5 20.9 22.8
1990-97 18.7 16.5 30.1 22.9 16.1 18.9 18.5
1970-97 21.5 18.3 31.5 23.1 18.0 22.0 22▲6
･ディケードごとの年々の数値を単純平均した｡











成長率の高い日本 (累計成長倍率2.41)の FCF 率が抜 きんでて高 く
(31.5%),中成長の欧州大陸2国 (伊1.88倍,仏1.74倍)がこれにつぐ形成
率 (伊22.6%,仏22.0%)を示し,累計成長率の低いアメリカ,イギリス,






大のために国民貯蓄の大 きな部分が投 じられるほど,生産額 も増えるであろ
うし,労働生産性 も向上す ることが多いであろ う｡
ただ,なぜ各国間の FCFの絶対水準や低下速度に大 きな相違が生 じて く
るのかは,難問題であって,簡単には解答が見出せないO カナダに即 して言
えば,少な くとも次の諸点を検討す る必要があるだろ う｡
A カナダは戦後の早い時期か ら国民経済に占める製造業の比重 (生産
額 ,人 口)が低い国 (いわば LessManufacturingCountry:LMC)で
あった｡*
B カナダにおける平均的労働時間の,たとえば 日本 との比較｡
さらに,上では一人当た り経済成長率 と直接の関係を兄いだすのはさしあ
た り困難である,と推測 した人 口増加 (カナ ダでは主 として移民問題 とな











































第 1次産業 製 造 業 建 設 業 第3次産業
1965 栄 3.7 30.8 5.2 60.3英 4 50 71 545
独 4.3 42.1 7.9 45.7
栄 3.6 24.5 5,4 66.5
1975 莱 2.3 28.8 7.0 61.9
独 2,9 35.5 6.3 55.3
1985 米 2.4 21.3 5.3 71.0英 15 4 64 678
独 1.7 33.1 5.1 60.1
1990 栄 2.8 19.0 4.9 73.3英 43 232 72 65
敬 2.0 30.6 5.3 62.1




















カナダ 2.28倍 (1.36倍) ドイツ 5.47α倍 (2.13α倍)
アメ1)カ 1.37倍 (0.95倍) イギリス 2.40倍 (1.71倍)












第7表 G7諸国における賃金上昇率対消費者物価上昇率 (単位 :倍)
カナダ US 日本
A B B/A A B B/A A B B/A
1951 47.7 23.1 1.32 48.3 32.3 26.1 8.19 530 340 542 45 1.25 320 142 1.4259/51 1ll 147 112 140 123 175
1969 25.1 18.8 1.27 28.1 29.4 1.16 32.1 17.9 1.5769/59 128 162 126 1 6 168 263
1979 51.0 50.0 1,31 55.6 61,8 i.06 75.7 66.9 1.5879/69 2,3 266 198 2.10 236 374
1989 95.5 94.6 1.01 94,9 96.8 0.92 97.0 96.4 1.1389/79 187 189 1.71 157 128 1 4
1997 115.4 117.8 1.03 122.9 121.5 0.97 109.0 116.3 1.08
第7表 G7諸国における賃金上昇率対消費者物価上昇率 :読
ドイツ イギリス フラン′ス
A B B/A A B B/A A B B/A
1951 51.4 15.3 1.52 28.8 17.0 1.17 30.1 10.3 1.41
1959 56.7 25.5 36.4 25.0 42.3 20.5
59/51 10 167 126 147 141 199
1969 71.8 54.9 51.0 42.0 61.8 43.7
1969 43.9 19.4 1.69 13.8 9.0 1.20 20.4 10.1 1.4669/59 127 215 140 168 1 6 2 3
1979 70.7 54.0 1.73 44.9 35.6 1.22 47.8 40.3 1.7179/69 161 278 325 396 234 399
1989 94.0 88.5 1.23 91,3 91.1 1.26 96.7 98.5 1.2189/79 133 164 2.03 256 202 244
1997 118.6 n.a,. n.a. 124.9 138.5 1.ll 115.2 121.4 1.03


































































































第9表 産業別の従業員数 :カナダ,1997年 (1,000人)
全産業 13,940.6
財貨生産業 3,768.6 サービス業 10,171.9
農業 422.7 運輸 .保管 .通信 897.1
その他一次産業 291.9 運輸 .保管 582.0
漁業他 35.8 通信 315.1
伐採 .森林 78.8 商業 2,385.9
鉱山土石石す由採掘 177.2 卸売 654,6
公益事業 139.9 小売 り i,731.3
製造業 2,166.8 金融など 795.3

































































































1961 1965 1975 1985 1995 1996 1997
合 計 199 253 393 534 655 665 692
(100) (100) (100) (100) (100) (100) (100)
農 業 7 9 9 9 12 12 12
(3.5) (3.6) (2.3) (1.7) (1.8) (1.8) (1.7)
林 .漁業他 4 4 4 6 5 5 5
(2.0) (1.6) (1.0) (1,1) (0.8) (0.8) (0.7)
鉱 業 10 13 19 21 26 27 28
(5.0) (5.1) (4.8) (3.9) (4.0) (4.1) (4.0)
製 造 業 34 49 70 94 114 115 122
(17.1) (19.4) (17.8) (17.6) (17.4) (17.3) (17.6)
建 設 20 23 29 37 35 36 39.
(10.1) (9.1) (7.4) (6.9) (5,3) (5.4) (5.6)
運輸 .保管 8 ll 18 24 28 28 30
(4.0) (4.3) (4.6) (4.5) (4.3) (4.2) (4.3)
通 信 2 3 7 13 22 23 25
(1.0) (1.2) (1.8) (2.4) (3.4) (3.5) (3.6)
金融 .保険 38 42 59 78 105 107 110
不 動 産 (19.1) (16.6) (15.0) (14.6) (16.0) (16.1) (15.9)
サ ー ビ ス 45 56 96 135 167 169 174
(22.6) (22.1) (24.4) (25.3) (25.5) (25.4) (25.1)
商 業 17 22 40 57 73 75 81
(8.5) (8.7) (10.2) (10.7) (ll.1) (ll.3) (ll.7)
公 益 企 業 5 6 14 22 24 25 25
(2.5) (2.4) (3.6) (4.1) (3.7) (3.8) (3.6)






〔単位 :合計欄 :1兆円,( )内は%,内訳欄 :%〕
1965 1970 1975 1985 1995
合 計 32 75 148 320 483
(100) (100) (100) (100) (100)
農林水産業 9.8% 6.3% 5.5Oo 3.2% 2.0%
鉱業 1.2 0.8 0.5 0.3 0.2
製造業 32.1 34.8 30.2 29.5 24.7
建設業 6.5 7.1 9.7 7.9 10.4
運輸 .通信業 7.8 7.3 6.4 6.6 6.5
金融 .保険業 5.4 5.5 5.3 5.3 5.0
不動産業 6.1 5.8 8.2 10.1 12.9
サービス業 12.8 13.4 ll.0 14.5 17.0
卸 .小売業 16.1 16.8 14.8 13.4 12.6



















カナダ 日 本 カナダ 日 本
軽工業 50.0% 17.4%(252 ) 43.3% 15.6%(232 )









第14表 カナダの国際収支 :1960-95 (単位 ;100万カナダ･ドル)
経 常 収 支 資 本 .金 融勘 定 計
貿 易 貿 易 外 計
サービス 投資収入 移 転 ロ 計
1960 -148 -959 -126 -1,085 -1,233 1,093
65 118 -1,277 29 -1,248 -1,130 1,527
1970 3,052 -2,099 153 -1,946 1,106 811
75 -451 -4,686 380 -4,306 -4,757 5,555
1980 7,810 -10,995 1.281 -9,714 1,904 2,418
1980 9,288 -3,770 -12,592 -47 -16,408 -7,120 6,979
85 16,206 -5,576 -17,502 -955 -24,034 -7,828 13,659
1990 ll,056 -10,637 -22,625 -929 -34,191 -23,135 25,167
(出典)BankofCanadaReview,Dec1981,s120.Winter1998-1999,s100-102
貿易外収支の赤字を埋めることができず,経常収支は常に赤字である｡ この
ために資本 ･金融勘定は常に流入超過 (借入れ超過)になっている｡借 り入
れは主 としてアメリカから行われている｡ アメ リカか ら見れば,対外 (対
加)投資 とい うことになる｡さて,貿易外収支の赤字は,主 としては ｢投資
































第15表 カナダの輸出入構造 (財貨別)(単位 :億 ドル)
l 輸 出 輸 入1990 1995 1990 1 1995
∫ 1,521 2,649 1,410 2,312
ロ 計 (100) (100) (100) (100)
農 漁 産 物 133 210 87 134
(8.8) (7.9) (6.2) (5.8)
エネルギー製品 140 203 82 73
(9.2) (7.6) (5.8) (3.2)
林 産 物 203 369 13 20
(13.4) (13.9) (0.9) (0.9)
産 業 用 資 材 321 506 263 456
(21,1) (19.1) (18.7) (19.7)
機 械 .設 備 289(19.0) 567 429 756(21.4) (30.4) (32.7)
∩動せ .呼中頃 347 629 305 501
(22.8) (23.7) (21.6) (21.7)
その他の消費財 33 83 159 255
(2.2) (3.1) (ll.3) (ll.0)
特 別 取 引 17 29 30 55
(1,1) (1.1) (2.1) (2.4)
分 類 不 能 37 54 42 62















合 計 1,756 2,869 3,956
食 料 品 13 16 20
(0.7) (0.6) (0.5)
繊 維 及 び 63 72 84
同 製 品 (3.6) (2.5) (2.1)
化 学 製 品 77 159 237
(4.4) (5.5) (6.0)
非 金 属 21 32 47
鉱 物 製 品 (1.2) (1.1) (1.2)
金 属 及 び 185 195 242
同 製 品 (10.5) (6.8) (6.1)
機 械 機 器 1,262 2,151 3,008
(71.9) (75.0) (76.0)








合 計 1,295 2,348 2,747
食 料 品 155 316 467
(12.0) (13.5) (17.0)
繊 維 原 料 22 26 19
(1.7) (1.1) (0.7)
金 属 原 料 62 91 75
(4.8) (3.9) (2.7)
そ の 他 の 97 167 192
原 料 品 (7.5) (7.1) (7.0)
鉱物性燃料 558 567 478
(43.1) (24.1) (17.4)
化 学 製 品 81 160 202
(6.3) (6.8) (7.4)
機 械 機 器 124 409 596
(9.6) (17.4) (21,7)
















第17表 輸出額の対 GDP比 :カナダと日本 (億カナダ･ドル,1,000億円)
カナダ 日本
輸出額(A) GDP(B) A/B(%) 輸出額(A) GDP(B) A/B(%)
1960 67 413 16.2 18 160 ll.3
65 107 581 18.4 35 329 10.6
1970 200 904 22.1 79 733 10.8
75 388 1,739 24.3 190 1,483 12.8
1980 877 3,152 27.8 329 2,402 13.7
85 1,362 4,851 28.1 463 3,204 14.5
1990 1,774 6,781 25.7 459 4,245 10.8
95 3,009 7,991 37.7 454 4,832 9.4







第18表 カナダの国別輸出構造 (単位 :1,000ドル)
対UK A/D 対 米 a/I) 対｢その他｣ 合 計
(A) (%) (B) (%) (C) (I))
1934 289 43.3 220 33.0 157 666
39 325 36.0 376 39.9 226 927
1944 1,235 35.9 1,301 37.8 904 3,440
49 709 23.5 1,524 50.4 789 3,022
1954 658 16.7 2,367 60.0 921 3,947
59 797 15.4 3,207 62.0 1,176 5,179
1964 1,207 14.5 4,437 53.4 2,659 8,303
69 1,113 7.5 10,614 71.1 3,204 14,931
1974 1,929 5.9 21,400 66.0 9,113 32,442
79 2,623 4.0 44,535 67.8 18,483 65,641
1984 2,475 2.2 84,816 76.2 24,039 111,330















第二に,カナダの為替政策は米 ドル相場の安定 (もしくは少なくとも米 ド
ルとの関係)を,最重要課題とすることになるであろうQもちろん為替相場
は,基本的には,政策よりは市場の諸要因によって決定される｡しかし政策
要因も不可避的に相場決定に何らかの役割を果たす｡総合結果としては,カ
ナダドルは他の通貨よりも,相対的には米 ドルと平行的に動く傾向が生じる
であろう｡米 ドルは長期趨勢では下落傾向にある｡従ってカナダ ･ドルもこ
の下落傾向につき合うことになってしまう｡これに加えて,上述のようにカ
ナダの国際収支は弱体なので,カナダドルはアメリカドルに対してさえ,下
落趨勢にある｡全体として,カナダドルは他の先進諸国通貨に対して顕著な
減価趨勢にある｡現在世界経済では,短期的には別として,一国通貨の減価
がその国に利益をもたらすことはまず,ないOこの第二の要因 (為替相坂問
題)については,別の機会に観察する｡
注
(1)GDPデフレ-メ-の代わりに消費者物価指数を用いても,当該期の対象国について
は,統計の連続性に大きな問題は生じない｡
(2)90年代のドイツはその例外のように見えるかもしれないが,これは東西ドイツの統
一によって,GDPがその分増大したために他ならない｡
(3)ただし,最近5年間(1993-97年)の年成長率平均値をとると,次のように,各国の成
長率順位は長期債と大いに異なる｡これは1990-92年の期間,不況であった米英加の3
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国が1993年以降好況に転 じ,他の諸国がこれと逆の傾向を示しているためである｡
(IMF,InternationalFinancialStatistics,1998,p.155)
アメリカ2.9%,イギリス2.9%,カナダ2.7%,フランス1.5%,ドイツ1.4%,日本
1.4%,イタT)ア1.2%O
(4)CanadaYearBook,1999,pp.85,320.また,DepartmentofFinance,Canada,
Economz'cReferenceTables,Aug.1996,Table8.1参照｡
(5)イギリスの GFCF形成率の値は,1997年の人口増加を捨象しているので,実際より
少し高くなっている点に注意｡
なお,短期的には,90年代後半の米,莱,加3国の FCF形成率は,景気動向との関
係で,やや高くなっている｡
(6)日本の庶民の実感からすると,第7表の数値は十分首肯しうる｡戦後半世紀で生活水
準は非常に上昇した｡しかし,第1表の語るように日本の累計実質成長率が飛び抜けて
高いのなら,生活水準は欧米を凌駕していても不思議ではないが,実感はそれにほど遠
いO戦後日本の経済成長の成果は,賃金の上昇を通じて庶民にも大いに及んでいるが,
より以上に企業の資本蓄横に吸収されているのではないか,という実感である｡
第7表は,決して日本の生活水準がアメリカの3.14倍 (4.30÷1.37),カナダの1.89
倍 (4.30÷2.28)になったことを意味するのでない｡出発点としての生活水準が全く異
なっているo少し戯画化した例を示そうD生活水準を消費水準で代表させ,消費対象を
リンゴに代表させる｡1951年にアメリカ人が1年に500個,カナダ人が300個,日本人が
100個のリンゴを消費していたとする｡この例によれば,第7表はたんに,1997年には
アメリカ人は680個,カナダ人は684個,日本人は430個,消費するようになった,という
ことにすぎない｡
また,日本人の生活を強く圧迫している土地,家屋の価格は上記実質賃金の算出に用
いた消費者物価には含まれていないことは銘記を要する｡
(7)総務庁統計局 『第48回日本統計年鑑』1999年,104頁
(8)TheEconomistNewspaperLtd,WorldinFigures,199g,p80
(9)上掲 WorldinFigures,pp.17,26.なお,国としての日本の住み易さは世界6位,都
市では東京が世界30位になっている (日本ではこの東京が最高位)｡国別の生活の質は
国連の HumanDevelopingIndex(所得要因の他に,成人の教育度,平均寿命をも含め
ている)によっており,都市生活の質は治安や政治的安定度など,42の要因を基礎とし
て推計しているO
(10)これは,日本にとって貿易が余り重要性を持たないということを意味するのではな
い｡端的な例を挙げれば,日本では100の価値のある石油,食料,機械部品などを輸入
し,これを加工して1000の価値のある自動車や電気機器等々をつ くり出し,この85-
90%を国内で用い,残る10-15%を輸出しているということである｡輸入が途絶すると,
日本経済は行きづまるだろう｡
(ll)90年代のアメリカは,経済繁栄を詣歌しているかにみえるが,実質成長率は決して高
くはない｡現在の繁栄は80年代後半の日本の場合にかなり類似しており,主としては証
券市場の繁栄である｡
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